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自
治
会
連
合
会
　
視
察
研
修

　

令
和
７
年
11
月
11
日　

連
合
会
役
員
を
主
に

総
勢
15
名
で
西
伊
豆
方
面
に
視
察
研
修
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
本
年
度
は
土
肥
町
の
津
波
避
難

施
設
見
学
と
、
松
崎
町
役
場
を
訪
れ
防
災
士
の

方
々
と
防
災
活
動
を
主
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
土
肥
町
か
ら
松
崎
町
へ
移
動
の

道
中
、
重
要
文
化
財
の
岩
科
学
校
を
見
学
。

◆
伊
豆
市
土
肥
町
　
松
原
公
園
　
津
波
避
難
複

合
施
設
（
テ
ラ
ッ
セ
　
オ
レ
ン
ジ
　
ト
イ
）

○
土
肥
海
水
浴
場
に
隣
接
す
る
松
原
公
園
内
に

令
和
６
年
６
月
完
成
の
施
設
。
低
層
階
は
物

販
の
店
舗
、
３
階
が
避
難
ス
ペ
ー
ス
／
レ
ス

ト
ラ
ン
、
４
階
が
避
難
ス
ペ
ー
ス
／
展
望
台

と
し
て
建
築
さ
れ
た
「
防
災
」
と
「
観
光
」

の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
全
国
初
の
津
波
避
難

複
合
施
設
。
平
時
に
は
観
光
目
的
で
使
う
と

い
う
、
施
設
有
効
活
用
の
工
夫
に
感
心
。

○
鉄
筋
４
階
建
て　

建
物
の
最
高
高
さ
18
．
８

ｍ　
避
難
面
積

６
０
０
㎡　
可

能
避
難
人
数 

約
１
２
０
０
名

○
津
波
想
定
高
さ

海
抜
10
ｍ　
余

裕
高
４
ｍ
を
想

定
し
、
３
階
以

上
が
避
難
ス

ペ
ー
ス

○
３
階
に
備
品
倉

庫
が
あ
り
、
飲
食
料
・
簡
易
ト
イ
レ
・
防
寒

ア
ル
ミ
シ
ー
ト
・
上
履
き
な
ど
を
備
蓄

○
４
階
に
非
常
用
発
電
機
室　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
を
設
置
し
て
い
て
、
１
．
５
日
発
電
可

能
◆
松
崎
町
　
国
指
定
重
要
文
化
財
　
岩
科
学
校

　
　

明
治
13
年
９
月
完
成　

な
ま
こ
壁
や
唐
破

風
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
様
式
に
ア
ー
チ
型

の
窓
や
半
円
形
の
バ
ル
コ
ニ
ー
と
い
っ
た
洋

風
を
取
り
入
れ

た
伊
豆
地
区
最

古
の
小
学
校
。

　
　
昭
和
50
年
に

重
要
文
化
財
に

指
定
。
総
建
築

費
用
の
約
４
割

が
村
民
の
寄
附

だ
っ
た
よ
う

で
、
当
時
の
村

民
の
地
元
愛
と

教
育
へ
の
期
待

が
高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
松
崎
町
役
場

　
　

松
崎
町
か
ら
は
静
岡
県
ふ
じ
の
く
に
防
災

士
会
松
崎
町
委
員
会
会
長
と
委
員
１
名
、
松

崎
町
役
場
総
務
課
消
防
防
災
係
長
が
出
席
。

○
松
崎
町
は
人
口
５
５
１
８
人
（
令
和
７
年
９

月
）
で
高
齢
化
率
は
50
％
以
上
。
人
口
・
世

帯
の
減
少
の
様
子
は
真
鶴
町
と
同
様
。
異
な

る
の
は
面
積
が
真
鶴
の
約
12
倍
も
広
い
の

と
、
自
治
会
加

入
率
と
防
災
訓

練
へ
の
参
加
率

の
高
さ
。
真
鶴

町
の
９
単
位
自

治
会
に
対
し
松

崎
町
は
35
地
区

あ
り
、
指
定
避

難
所
は
９
施

設
。
各
地
区
か

ら
防
災
委
員
を

選
出
し
て
お
り

今
年
度
は
76
名
。
ま
た
町
全
体
で
防
災
士
が

17
名
。
防
災
訓
練
は
年
３
回
（
総
合
防
災
訓

練
・
地
域
防
災
訓
練
・
津
波
避
難
訓
練
）
実

施
し
て
い
て
、
地
域
防
災
訓
練
で
は
地
区
に

よ
っ
て
は
参
加
率
が
９
割
以
上
の
こ
と
も
。

　
　

ま
た
小
学
生
に
は
県
主
催
の
防
災
教
育
、

中
学
生
は
避
難
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
静
岡
県

の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。
真
鶴
町
の
自
治
会
加
入
率
と
防
災
訓

練
参
加
率
は
松
崎
町
に
遠
く
及
ば
ず
、
こ
れ

は
当
自
治
会
の
頭
の
痛
い
課
題
で
す
が
、
真

鶴
町
自
治
会
連
合
会
も
昨
年
か
ら
防
災
士
を

増
や
す
活
動
や
、
避
難
所
運
営
の
研
修
も
進

め
て
い
ま
す
。

○
意
見
交
換
の
後
は
、
松
崎
町
か
ら
は
N
P
O

法
人
伊
豆
学
研
究
会
理
事　

渡
辺
攻
様
よ

り
、
松
崎
町
の
『
産
業
の
変
革
「
農
業
と
漁

業
」
』
、
真
鶴
町
か
ら
は
朝
倉
会
長
の
「
江

戸
時
代
に
お
け
る
鮮
魚
輸
送
」
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

（
文
責　
　
広
報
部　
髙
瀬 

哲
夫
）

１　　　自治会だより　R7.12.15号
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令和7年度　総合防災訓練回顧と今後について
自治会連合会 会長  朝倉　　隆

　9月27日㈯、4箇所の指定避難所（まなづる小学校、真鶴中学校、ひなづる幼稚
園、岩ふれあい館）で中学生にも参加してもらい総合防災訓練を実施。避難所運営
が比較的順調に実施できた所もあれば、指示系統がうまく機能せずやや混乱のあっ
た避難所があったのも事実。ただし、問題点や課題は見えてきたので、優先度をつ
けて対応を検討していきます。

1.訓練全体（訓練が始まる前）について
　訓練の必要性や進め方などを参加した住民（中学生）にしっかり説明し理解してもらう。

①訓練の必要性
　○阪神淡路震災では地震直後にがれきの下敷きになり、自力で脱出できなくなった要救助者約3万5,000
人のうち、近所の住民が救出したのは約2万7,000人で、警察消防・自衛隊が救出したのは約8,000人
だった。災害の規模が大きければ大きいほど救助活動を行う行政機関も被災する可能性が高く、助けに
来られない。こうしたことから大規模な災害が発生した時は、地域住民が「自分の命は自分で守る」自
分たちのまちは自分たちで守る」という共助の精神が重要になる。

　○災害発生時には町職員は自らも被災している上に、人命救助、二次災
害防止、被害情報の集約や発信、必要な物資・食糧の確保、危険箇所
への対応などに忙殺されているため、避難所に十分な人員を配置でき
ない。そこで避難所の運営は、原則として避難者を中心とした自主組
織によって運営されることになる。

②避難所開設訓練の進め方～ポイントは以下の通り
　○避難所施設の安全確認を行う。
　○避難者は避難者カードを記入する。
　○避難所運営委員会を立ち上げる。委員長、副委員長（2名）、総務
　　班、施設班、救護班、食糧・物資の班長を決める。
　○避難者を班分けする。
　○各班に分かれて、防災訓練を行う。各班長は班員に簡潔に指示する。

自治会だより　R7.12.15号　　　２

防災訓練の振り返り



総合防災訓練について
町議会議員の皆さんと意見交換しました

③避難訓練の状況設定
　○最悪の事態を想定して訓練を行う。電気・水道は使用でき
ない想定で訓練することが肝要。従ってハンドマイクで如
何に伝達するか工夫がいる。参加者が多い場合、左右に広
げざるを得ないので左・中・右のエリアに分けてエリア毎
に一文まるごと拡声する。

2.各班の活動について（主な意見）
①総務班
　○地区の全世帯の電子データを持っていないと在宅避難者名
簿を作成することができない。

②施設班
　○体育館内の照明などの電源が必要になる。
　○避難所運営用準備として、避難所運営に関する書類・筆記
用具だけでなく今回の訓練で使ったプラ箱を。

　　・マジックペン・画材やA4用紙・ふせん・のり・テープ
　　　はさみ・カッター・ホッチキスなど。
　　・町の防災倉庫の保管品リスト
　　・建物被災状況チェックシート・避難所スペースレイアウト
　　・避難所運営委員会の委員長・副委員長・各班長（副班
　　　長）がわかるベスト
　　・懐中電灯
　　・消毒用アルコール
③救護班
　○内容物（使用期限のあるものはその期限を明示）の一覧表
があるといい。

④食料・物資班
　○食料・飲料水についての消費期限一覧表があるといい。

2025年11月18日実施

　防災訓練に関し、自治会連合会のこれまでの
取り組みや経緯、および本年度の訓練の様子を
説明し、議員の皆さんと意見交換を実施しまし
た。
　町民の防災への意識向上・啓発、訓練参加者
を増やす必要性や課題など、意見のすり合わせ
ができたのではないかと思います。

３　　　自治会だより　R7.12.15号



編
集
後
記

◆
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
令
和
７
年
６
月
に
実
施
し
た

避
難
所
運
営
疑
似
体
験
を
も
と
に
、
９
月
総
合
防
災
訓

練
を
各
避
難
所
に
て
中
学
生
と
共
に
地
域
の
皆
様
と

行
っ
た
が
、
運
営
上
の
課
題
や
改
善
が
必
要
な
点
が
出

さ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

◆
今
年
も
詐
欺
電
話
事
件
が
一
段
と
増
し
て
い
ま
す
。

　

一
例
で
す
が
「
あ
と
２
時
間
で
お
使
い
の
電
話
番
号

が
使
用
不
能
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
説
明
が
必
要
な
場

合
は
１
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
」
「
あ
な
た
の
名
義

の
電
話
が
詐
欺
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
な
た
が

詐
欺
の
共
犯
者
と
し
て
捜
査
線
上
に
浮
上
し
て
い
る
の

で
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
」
こ
の
様
な
電
話
は
詐
欺
で

す
。
相
手
の
指
示
に
従
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
殊
詐

欺
の
手
口
は
日
々
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

お
か
し
い
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
警
察
署
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

◆
火
災
は
、
空
気
の
乾
燥
や
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え

る
「
秋
か
ら
春
に
か
け
て
」
特
に
発
生
し
ま
す
。
月
別

で
は
１
月
か
ら
３
月
が
ピ
ー
ク
と
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
を
正
し
く
行
い
定
期
的
な
器
具
の

点
検
が
必
要
で
す
。
火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
速
や

か
に
避
難
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
。

　

今
年
も
自
治
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

 

広
報
部　
高
橋
靖
彦

　
視
察
研
修
に
参
加
し
て

城
北
自
治
会 

防
災
防
犯
部
長　
畠
山　
克
美

　
９
月
初
旬
、
防
災
士
研
修
セ
ン
タ
ー
の
講
習
を
受
け
防

災
士
と
な
り
、
視
察
研
修
に
初
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
は
松
崎
町
。
西
伊
豆
南
部
に
あ
る
こ
の
町

は
、
総
面
積
の
64
％
が
山
林
で
二
つ
の
流
域
に
平
地
が

あ
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
地
震
に
よ
る
津
波

被
害
想
定
が
、
海
岸
か
ら
約
１
・
５
km
範
囲
の
住
宅
地

が
浸
水
域
で
、
最
大
津
波
到
達
時
間
が
６
分
と
早
く
避

難
警
報
を
待
た
ず
に
す
ぐ
に
避
難
す
る
事
が
呼
び
掛
け

ら
れ
て
い
る
町
で
す
。
松
崎
町
の
町
議
会
議
員
や
町
内

会
の
地
区
長
等
の
方
達
と
の
、
意
見
交
換
で
特
に
印
象

に
残
っ
た
事
は
、
町
民
の
防
災
意
識
が
高
い
と
感
じ
ま

し
た
。
年
３
回
行
う
防
災
訓
練
の
住
民
の
参
加
率
が
高

く
、
35
の
各
地
区
に
防
災
士
が
お
り
、
町
議
会
議
員
に

も
防
災
士
が
い
ま
す
。

　

真
鶴
町
の
想
定
地
震
に
は
、
神
奈
川
県
西
部
地
震

（
震
源
が
真
鶴
の
沖
合
数
km
）
や
大
正
型
関
東
震
災

（
震
源
が
相
模
湾
）
な
ど
震
源
の
近
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
自
然
災
害
を
防
ぐ
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
減
災
と

被
災
後
の
復
旧
に
備
え
る
事
は
出
来
ま
す
。
危
機
意
識

を
持
っ
て
防
災
士
講
習
で
得
た

知
識
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
に
参
加
し
てM

・
T
（
土
肥
道
自
治
会
）

　

今
年
の
９
月
27
日
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
に
は
、
初

め
て
自
治
会
と
し
て
避
難
所
の
立
ち
上
げ
を
体
験
す
る

形
で
参
加
し
ま
し
た
。
避
難
所
の
安
全
確
認
や
開
錠
か

ら
始
ま
り
、
参
加
者
全
員
が
総
務
・
施
設
・
救
護
・
食

糧
物
資
の
各
班
に
分
か
れ
て
、
実
際
の
流
れ
に
沿
っ
て

作
業
を
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
中
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
づ
く

り
な
ど
、
身
近
な
材
料
を
使
っ
た
防
災
グ
ッ
ズ
の
作
成

に
も
取
り
組
み
、
地
域
で
一
緒
に
学
べ
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
避
難
所
運
営

に
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
多
く
の
判
断
や
調
整
が
必
要

で
、
戸
惑
う
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
参

加
者
の
多
く
が
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

役
割
分
担
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
瞬
間
が
あ
っ
た
り
、

私
自
身
も
状
況
に
う
ま
く
対
応
で
き
ず
反
省
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
体
験
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
実
際
の
災
害
時
に
は
ど
ん
な
点
が
難
し
く

な
る
の
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
気

付
き
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
を
通

し
て
、
「
次
は
こ
う
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
思
え
る
部

分
が
い
く
つ
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
判
断

役
を
支
え
る
仕
組
み
を
も
う
少
し
整
え
た
り
、
地
域
の

中
で
協
力
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と

な
ど
、
次
回
に
い
か
せ
そ
う
な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
経
験
を
心
に
留
め
な
が
ら
、
次
回
は
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
継
続
し
て
学
び
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
る
、
実
り
あ
る
訓
練
で

し
た
。
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防
災
士
に
な
ら
れ
た
方
々
に
聞
き
ま
し
た


